
「国家を守る公務員」自衛隊を４機関合同説明会でＰＲ
が
合
同
で
開
催
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
学
生
の
就
活
に
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
、
４

検
討
中
の
社
会
人
な
ど
、
８
６
人
が
会
場
に
集
ま
っ
た
。

そ
の
後
、「
ヘ
リ
パ
イ
ロ
ッ
ト
」
と
し
て
海
上
自
衛
隊
航
空
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
隊
（
厚

場
」「
女
性
に
も
広
が
る
フ
ィ
ー
ル
ド
」「
安
定
し
た
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」「
充

長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
内
容
や
魅
力
、
や
り
が
い
な
ど
を
熱
く
伝
え
た
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
活
用
し
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
魅
力
を

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
杉
谷
康
征
１
等
空
佐
）
は
、
７
月
１
１
日

（
土
）
及
び
１
２
日
（
日
）、
静
岡
市
消
防
局
に
お
い
て
「
４
機
関
合
同
採
用
説
明
会
」

こ
の
説
明
会
は
、
自
衛
隊
を
は
じ
め
警
察
、
消
防
、
海
上
保
安
庁
の
公
安
系
４
機
関

機
関
の
説
明
が
一
度
に
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
高
校
生
、
大
学
生
、
転
職

実
し
た
福
利
厚
生
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
映
像
や
ト
ー
ク
な
ど
で
参
加
者
に
自
衛
隊
の

自
衛
隊
ブ
ー
ス
で
は
最
初
に
、「
国
家
を
守
る
公
務
員
」「
あ
ら
ゆ
る
仕
事
が
あ
る
職

２
８
地
区
警
務
隊
（
北
富
士
駐
屯
地
）
所
属
の
井
上
優
生
３
等
陸
曹
、「
自
衛
隊
の
消
防

を
打
た
れ
た
」「
自
衛
隊
の
中
に
も
警
務
や
消
防
な
ど
の
職
種
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
選

を
行
っ
た
。

新本部長の杉谷１等空佐がラジオで意気込みを語る
★
静
岡
」
の
収
録
に
臨
み
、
初
め
て
の
地
本
勤
務
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

り
、
自
衛
隊
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。
静
岡
県
の
印
象
を
聞

エ
フ
エ
ム
し
み
ず
（
静
岡
市
）
に
お
い
て
、
ラ
ジ
オ
番
組
「
自
衛
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ

同
番
組
は
、
毎
週
水
曜
日
の
午
前
１
０
時
か
ら
約
１
０
分
間
放
送
さ
れ
て
お

初
め
て
と
な
る
地
方
協
力
本
部
で
の
勤
務
に
つ
い
て
は
「
地
本
は
部
外
の
方

印
象
が
あ
り
ま
す
」
と
話
し
、
笑
顔
で
自
己
紹
介
し
た
。

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
持
ち
前
の
明
る
さ
を
も
っ
て
、
し
っ
か
り
と
自

や
採
用
情
報
を
発
信
し
、
県
民
へ
の
理
解
促
進
に
繋
げ
て
い
く
。

か
れ
た
杉
谷
本
部
長
は
、「
１
５
年
ほ
ど
前
、
浜
松
基
地
で
勤
務
し
て
い
ま
し

々
と
の
繋
が
り
が
非
常
に
大
事
な
部
署
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
地
本
長
と

た
。
静
岡
県
は
観
光
地
も
多
く
、
海
鮮
な
ど
の
食
べ
物
が
お
い
し
い
と
い
う

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
防
衛
大
学
校
は
文
武
両
道
で
、
自
ら
を
高
め
る
こ

衛
隊
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

校
に
つ
い
て
「
陸
海
空
の
幹
部
自
衛
官
と
な
る
者
を
育
成
す
る
機
関
で
、
専

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
長
・
杉
谷
康
征
１
等
空
佐
は
７
月
２
日
（
木
）、

と
が
で
き
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
」
と
そ
の
魅
力
を
伝
え
た
。

攻
し
た
科
目
の
授
業
に
加
え
、
過
去
の
戦
史
や
戦
略
な
ど
を
学
び
、
各
種
訓

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
自
衛
隊
の
活
動

最
後
に
、
自
ら
の
母
校
で
あ
り
、
現
在
願
書
を
受
け
付
け
中
の
防
衛
大
学

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
活
発
で
、
私
は
硬
式
野
球
部

木
基
地
）
所
属
の
髙
木
淳
規
１
尉
海
尉
、「
自
衛
隊
の
警
察
」
と
し
て
陸
上
自
衛
隊
第
１

参
加
者
か
ら
は
「『
国
家
を
守
る
、
公
務
員
。
そ
れ
が
、
自
衛
官
』
と
い
う
言
葉
に
心

よ
り
多
く
の
方
に
発
信
し
、
熱
意
あ
る
志
願
者
を
獲
得
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

士
」
と
し
て
航
空
自
衛
隊
第
１
１
飛
行
教
育
団
（
静
浜
基
地
）
所
属
の
三
浦
魁
斗
空
士

択
肢
が
広
が
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。


